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4月号広報おおず 2003

健康マラソン大会結果

「
第
初
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

の
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す

2 

第
却
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

2
月
9
日
(日
)
、

平
野
運
動
公
園
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

3

・
5
附
コ

l
ス
と

1

・
5
附
コ

l
ス
と
に
分
か
れ
て
、
日
頃
か
ら
練
習
し
て

い
る
選
手
や
、
仲
良
く
走
る
親
子
連
れ
の
ラ
ン
ナ
ー
な
ど

が
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

‘ゴjレを 目指して
ラス トスパー ト

無事ゴール砂
お疲れさまでした

今年は、 前日の雨でグランドの状
態が不良であったため、 コースが
縮小されました。



4月号広報ああず 2003

花の催しのご案内

春神楽・鎮縄 | 正午

神楽 I 
(八幡神社)I午後3時30分

dフ

平野

お京笠'フ'六、1"フi)

-祇園公園で開催

行事・会場

さくらまつり
閉幕式

(市民会館)

今
年
も
富
士
山
や
八
多
喜
祇
園
公
園
で
さ
く
ら
ま
つ
り
が
聞
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
城
山
公
園
は
、
天
守
閣
復
元
工
事
の
た
め
、
現
在
、
立
ち
入
り
が

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
上
棟
イ
ベ
ン
ト
が
聞
か
れ
る
4
月
5
日
(土)、

6
日
(
日
)
の
両
日
は
、
公
園
内
で
花
見
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

畑一
3
月
お
日
制
一3
月
初
日
田

ヨ|午前9時30分
剣道大会
(肱川緑地公E

時

午前10時

午後4時

10時

午後3時

11 s寺

』ぺ3s寺

三ャー.c5旨"-c.コ弓

富士山公園

下、 h 、
.Z2沼4!R

f哲 也温，曙電 時 'l<lIC苛

弘昌lk~è智正~，

二 ~主主 量

[さくらまつり行事]

期日 |行事・会場
4 Iのだて

月 |里子点[淡交会

~ ~ I 大洲支部]
日日 |
出 (日')1 (城山公園)

|第45回愛媛界~ I1午前詠剣詩舞大会 II1'JVI' 

(市民会館大ホ I'-<<< 
|午後5時

一ルほか) I 

Z下春季 |午前
三権大会 |

体育館)I午後3時

ハ叩 ノ少年間 |

'7 ~;j{-)レ大云 l
罰 金盆受 同 I ) 

;|午後日ヰ

スポーツ少年

3) I 正午
桧 |午前

公園)I '-<; 
1 午f~3何事

間

第47回l
弓道選三
(市総合

観本
(祇園

4
月
6
日
間

4
月
四
日
幽

企ピス トルの合図で一斉にスター卜

地元産野菜や特産品の販売、も

ちまきなどの楽しい催しで皆さん

をお待ちしています。

日時 4月20日(日)

午前10時~午後2時すぎ

まきは午後2

場所 日浦つつじ公園

J R平野駅から車で15分

見頃は4月上旬か5
下旬頃まで

日浦つつじ公園(平野)

では、樹齢約250年の山つ

つじ約150本が真っ赤に色

づきます。

問い合わせ先

平野公民館 ft 24-2431 

..... ζ三三宅，....ζニ主主，..，.ζ工三宅，....ζユヱ当F也ζニコ
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広報おおず 2∞3 4月号

消防出初式

出
|~ 
H 
HZ 
圃

女
性
消
防
団
員

U
人
も
初
参
加

大
洲
市
消
防
出
初
式
が

3
月
2
日
(
日
)
、
五
郎
河
川
敷
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
消
防
協
会
や

国
・
県
・
市
関
係
者
な
ど
来
賓
約
1
0
0
人
を
前
に
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
(
大
川
・
柳
沢
・

新
苔
・
三
善
・
粟
津
分
団
)
、
ポ
ン
プ
車
操
法
(
肱
北
分
団
)
、
小
隊
訓
練
(
南
久
米
・
菅
田

分
団
)
が
披
露
さ
れ
た
後
、
消
防
活
動
功
労
者
1
5
5
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

新
規
導
入
さ
れ
た
刊
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
に
よ
る
訓
練
披
露
や
、
今
年
1
月

に
誕
生
し
た
女
性
消
防
団
員
の
参
加
な
ど
、
設
備
・
体
制
と
も
に
「
新
し
い
時
代
の
消
防
」

を
印
象
付
け
る
出
初
式
と
な
り
ま
し
た
。

4 



4月号広報ああず 2003

消防出初式

ございますR めでとう
平成15年大洲市消防出初式受章者

一
優
敏
泰
英
洋
道
浩
義

人

幸

雄

幸

樹

一
稔

二
和

章

一

智

実

二
生

豊

博

作
行
和

宏

一
衛

一
剛

栄

太

輔

治

雄

洋

雄

靖

樹

幸

勉

行

二

昭

一
彦

資

良

正

義

雄

男

昇

治

二
一

亀

幸

恭

誠

徳

俊

万

一
司
学
治
二

俊

蕎

男

議

勇

行

昭

弘

嘉

洋

勝

裕

正

幸

雅

浩

和

貴

重

勝

啓

雄

純

孝

健

祐

秀

孝

和

宏

法

共
善
正

嘉

準

秀

中野

青木

久保野

石岡

尾花

岩本

山 元
穂積

宮岡

日浦

平井

上岡

松徳

矢野

東

大

河

丸

中

川

大

守

松

上

大

川

佐

宮

西

和

井

高

水

上

菊

岩

神

川

三

竹

奥

入

冨

二

城

石

佐

森

清

森

池

中

堺

永

山

山

城

都

徳

二
宮

西

梶

q
U
 

4
 

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

彰

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

表

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

い

州

膿

q

u

E

b

 

(

団

団

防

団

団

章

分

分

消

分
分

律

田

津

市

津

南

規

菅

粟

洲

粟
肱

・

大

大川分団

柳沢分団

西

野
田
家

塚

野

岡

田

原

道

伯

田

山

田

上

月

野

市

地

田

山

口

瀬

田

野

舟

永

宮

戸

本

川

野

水

野

田

野

回

国

本

戸

築

永

宮

尾

田

谷

新谷分団

平野分団

南久米分団

三善分団

粟津分団

上須戒分団

大川分団

柳沢分団

新谷分団

三善分団

粟津分団

肱北分団

菅田分団

広

樹

治

弘

司

秀

昇

良

樹

一
土

司

治

宏

人

義

治

弘

章

秀

三

宏

彦

孝

樹

一
敏

俊

孝

護

党

三

二
寛

男

稔

之

司

忠

敏

闘

介

司

二

志

光

二
幸

男

生

幸

利

英

俊

蕎

祐

永

勝

忠

裕

英

浩

隆

盛

隆

靖

龍

辰

伯

守

秀

謙

恭

健

純

昌

早

照

秀

嘉

公

和

欝

好

英

裕

正

成

周

幸

正

正

隆

岡

田

木

野

田

石

辺

国

上

野

脇

石

本

上

本

本

水

良

本

野

宮

田

田

中

水

尾

保

問

中

岡

崎

山

宮

野

野

本

田

島

野

湾

丸

川

田

原

部

石

野

保

藤

田

田

保

村

清

石

久

渦

凹

福

篠

湾

二
幸

中

森

漬

子

日

成

田

小

久

篠

岡

白

矢

久

後

鎌

林

彰表長A
E
 

U
A

長

長

長

長

長

長

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

合

長

長

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

mu
班

班

班

班

班

班

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

連

)

班

班

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

団

国
人

影

団

団

防

犯

表

団

団

団

団

団

分

団

分

消

(

団

団

団

長

分

分

分

分

分

戒

分

戒

多

章

分

分

分

市
川

南

北

川

谷

須

南

須

喜

続

谷

北

南

洲

大

肱

肱

大

新

上

肱

上

洲

勤

新

肱

肱

大

大

・

西

槍

恋

平

池

白

波

亀

井

大

宮

大

岡

井

山

谷

清

吉

山

上

二
浜

池

肱北分団

南久米分団

南久米分団

菅田分団

柳沢分団

新谷分団

三善分団

粟津分団

肱北分団

平野分団

平野分団

菅田分団

夫

一
美

和

男

一
強

久

志

靖

贋

志

男

生

徳

良

次

大

繁

昭

成

一
秀

茂

隆

満

幸

子
子

加

忠

昇

明

一
文

庚

男

芳

水

則

也

久

和
栄

庚

元

友

洋

和

照

尚

玄

良

力

和

宣

包

誠

高

悦

弘

美

幸
深
敏
卓
幸
い
州
誠

秀

正

律

利

川
川

明
石

川A
岡

田

川

内

保

井

岡

上

林

宮

田

本

田

本

岡

岡

幡

脇

井

谷

呆

久

大

細

川

川

本

白

堺

満

長

藤

成

川

野

岩

森

井

梅

二
河

水

武

松

亀

宮

八

泉

佐

二
太

田

上

宮

高

祖

上

矢

青

)

)

 

長

長

長

長

以

前

日

仏

以

人

人

人

団

団

団

団

彰

長

(

却

(

(

夫

夫

夫

彰

団

長

長

分

分

分

分

表

団

上

長

員

員

員

員

上

長

長

長

長

長

長

長

長

長

長

長

長

長

長

長

長

長

員

員

員

員

員

員

上

長

長

員

者

行

男

諸

表

副

団

班

副

副

副

副

長

分

以

班

団

団

団

団

以

部

部

部

部

班

班

班

班

班

班

班

班

班

班

班

班

班

団

団

団

団

団

団

以

部

部

団

労

俊
結
束
寸

銭

凶

器

州

胎

併

時

団

畔

団

側

四

四一一同

協

(

団

事

(

団

団

団

団

防

団

団

団

団

団

団

団

分

分

団

団

助

団

団

指

防

章

部

章

部

分

知

章

分

分

分

分

消

章

分

章

分

分

分

章

分

分

分

戒

章

米

分

分

内

分

分

配

消

績

本

続

本

南

県

労

南

谷

善

津

県

績

回

続

沢

南

野

続

北

善

津

須

続

久

川

津

族

南

津

須

本

精

団

勤

団
肱

媛

功

肱

新

三

粟

媛

功

管

勤

柳

肱

平

勤

肱

三

粟
上

勤

南

大

粟

家

肱

粟

上

日

A'a'

愛

a'

愛

A
'
A
'
A
'

A

'

a

v

正

~~ 
隆

洋

信

JII 

本

山

賀

宮

田

中

田

甲
野
木

下

回

国

成

回

由十

山

丸

井

上

西

水

大川分団

南久米分団

大川分団

新谷分団

上須戒分団

柳沢分団

肱南分団

肱北分団

平野分団

菅回分団
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広報ああず 2003 4月号

税について

身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
減
錫

障
害
の
区
分
や
等
級
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

減
免
手
続
き
の
ポ
イ
ン
ト

身
体
障
害
者
手
帳、

療
育
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
障
害
の
区
分
や
等
級
に
よ
り

一

定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
に
軽

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
が
利
用
す
る

た
め
の
車
両
構
造

(た
と
え
ば
車
椅

子
の
昇
降
機
や
固
定
装
置
な
ど
)
を

備
え
た
軽
自
動
車
に
つ
い
て
も
減
免

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

減
免
申
請
の
受
付

期 場
開所

税
務
課

(市
役
所
1
階
)

4
月
1
日

(火
)
か
ら

4
月
お
日
(
金
)
ま
で

対
象
と
な
る
軽
自
動
車

O
事
業
用
以
外
の
車
両
で
、
身
体
障

害
者
等
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な

ど

(
注
1
)
の
う
ち
l
台

注

1

年
齢
出
才
未
満
の
身
体
障

害
者
、
精
神
障
害
者
、
ま
た
は

知
的
障
害
者
と
生
計
を
共
に
す

る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
を

含
み
ま
す
。

O
車
椅
子
の
昇
降
装
置
、
ま
た
は
固

定
装
置
な
ど
、
構
造
上
身
体
障
害

者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
と
認
め

ら
れ
る
軽
自
動
車午前8時30分~午後5時

縦覧場所:税務課 (市役所1階)

縦覧は、土 ・臼・祝祭日を除きます。

また、今年はすべて市役所での縦覧で

す。各連絡所での縦覧はありません。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
軽
自
動
車
税
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
2
5
)

平
成
百
年
度
か

S
制
度
変
更
!

こ
れ
ま
で
、
縦
覧
で
き
る
の
は
関

係
者

(納
税
義
務
者
等
)
が
所
有
す

る
固
定
資
産
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
税
制
改
正
に
よ
り
、
他
と
比
較

し
て
、
自
分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

が
適
正
か
ど
う
か
を
納
税
者
自
身
が

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「縦
覧
で
き
る
人
」
の
変
更

「
固
定
資
産
税
の
関
係
者
」
か
ら

「
平
成
日
年
度
に
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
納
税
者
(
ま
た
は
代
理

人
)
」
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
も
の

帳縦覧屋家 覧帳縦地士

簿価格等 簿価格等

積種所
積地 所在、類 在

価
、、

格構造家 価地
を屋 格番
記載 、番 を

床 号 記 地
面 載 目

」
の
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
、

土
地
の

減免の申請に必要なもの

~ 身体障害者等本人 生計を共にする人
が運転する場合 が運転する場合

-運転免許証 。 。
-印鑑 。 。
-身体障害者手帳等 。 。
-自動車検査証 。
-生計同ー証明書まt;!j、世融蜘 。

注)車両構造により減免を受ける場合、その構造内容が
記載されている車検証などが必要です。

納
税
者
は
市
内
の
土
地
の
価
格
を
、

家
屋
の
納
税
者
は
家
屋
の
価
格
を
縦

覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

持
参
品

・
印
鑑

(認
め
印
)

・
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
か
ど
う
か

確
認
で
き
る
も
の

ま
た
は
、
納
税
通
知
書
等
を
受

け
取

っ
て
い
る
場
合
は
納
税
通
知

書
か
課
税
証
明
書

代
理
人
の
場
合
は
、
必
ず
委
任
状

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

課
税
台
帳
の
閲
覧

こ
れ
ま
で
ど
お
り
閲
覧
も
で
き
ま

す
が
、
閲
覧
場
所
は
市
役
所
税
務
課

の
み
と
な
り
ま
す
。
(
な
お
、
期
間
中

は
縦
覧
、
閲
覧
と
も
無
料
で
す
。)

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

岱
⑫

2
1
1
1
(内
線
1
2
6
)

平成15年度市税の納期一覧

6 

平成15年度の市税の納期は、次の

とおりです。

納期内納付へのご理解とご協力を

お願いします。

五よ~ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定資産税 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

市・県民税 1期 2期 3期 4期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期
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犬の注射と登録

主耳犬病予防

F 注射!と

場生
所後
で 90
注目
射を
や 超
Z泳三
..!a A 

録 t
'<!ぃ
済る
ま犬
せ の
τ飼
" 1.、

ギ主
C は
し、

最
寄

の

愛犬の

登録を忘れずにf

首
輪
に
つ
け
る
犬
鑑
札
は
、
飼
い

主
と
犬
と
の
粋
の
証
し
で
す
。
必
ず

畜
犬
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
平
成

7
年
度
以
降
に
登
録

を
済
ま
せ
た
犬
は
、
再
登
録
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

料
金
(
一
頭
に
つ
き
)

期
間
中
に
指
定
場
所
で
受
け
る
場
合

V
予
防
注
射
料

2
、
8
5
0
円

V
登

録

料

3
、
0
0
0
円

日
程
表
の
期
間
中
に
注
射
や
登
録

が
で
き
な
い
場
合
は
、
次
の
指
定
動

物
病
院
へ
連
れ
て
行
く
か
、
往
診
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

指
定
さ
れ
て
い
る
動
物
病
院

久
保
田
動
物
病
院
(
新
谷
)

宮

@
3
2
2
5

岡
ど
う
ぶ
つ
病
院
(
常
磐
町
)

宮

@
1
5
1
1

西
大
洲
動
物
病
院
(
西
大
洲
)

宮
⑫
3
3
0
3

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

公
⑫
2
1
1
1
(内
線
1
6
6
)

飼
い
た
い
人
と

飼
え
な
く
な
っ
た
人
の

仲
立
ち
を
し
ま
す

こ
の
制
度
は
、
犬
を
飼
っ
て
い

て
飼
え
な
く
な
っ
た
人
と
、

こ
れ

か
ら
犬
を
飼
お
う
と
思
っ
て
い
る

人
を
登
録
し
て
、
市
が
そ
の
仲
立

ち
を
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
捨

て
犬
な
ど
を
保
護
し
た
場
合
に
も
、

登
録
者
の
希
望
(
犬
種
や
大
き
さ
)

に
添
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

犬
を
飼
い
た
い
人
、
譲
り
た
い

人
は
、
保
険
環
境
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

狂犬病予防注射と畜犬登録の実施日程
月日| 場所 l時間

1柳沢 桐 の 目 バ ス 停 1 9: 10-9: 25 

居場集会 所19: 35-10 : 00 

J A愛媛たいき田処j吉110:10-10 : 30 

柳沢連絡所110:45-11:30 

菅回朝日集会所 113:00-13:40

小倉集会所114:00-14: 10 

大竹分校跡114:20-14 : 40 

宇津集会所115:00-15 : 20 

菅田連絡所115:30-16:20

新谷中組お庵19: 10- 9: 40 

新谷第 4部消防詰所横 19: 50-10 : 30 

新谷連絡所110:45-11:40 

肱北公民館田口分館 113:10-13:50

市木集会所114:00-14:40

徳森児童センタ 114: 50-15 : 30 

西測サ ッ シ庖向い 115:40-16:10

明日香集会所19: 00- 9: 30 

大根鳳林寺19:40-10:00 

平野公民館平地上分館 110:20-10: 50 

平野連絡所111: 05-11 : 45 

長谷本村集会 所113:20-13 : 30 

梅川集会所下道路広場 113:45-14:10

野佐采集会所下道路広場 114: 30-14 : 50 

南久米連絡 所115:05-15 : 50 

峠集会所19: 00-9: 30 

石 仏集会所19: 50-10 : 20 

三善連絡所110: 40-11 : 40 

大洲市総合体育館 113:00-14: 10 

肱北公民館五郎 分 館 114:20-15 : 00 

肱北公民館115:20-16 : 10 

大川第 5部消防詰所横 19:10- 9:25

JA愛媛たいき蔵川支所裏 19: 35-9: 50 

大川連絡所110:10-10:50

高山西集会所111: 30-11 : 45 

久米公民館113:20-14:00

只越わかば台団地集会所 114:10-14: 40 

大洲市民会館114:50-16 : 00 

打 越集会所19: 10- 9: 30 

初尾集会所19: 50-10 : 05 

上須戒連絡所110:15-11:00 

八 多 浪集会所111:25-11 :55 

手成本村集会 所 113:45-13: 55 

粟津葉たばこ生産組合共同乾燥場 114:05-14:25

八多喜連絡所114:40-15 : 40 

• 
狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
年
1
回
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

畜
犬
登
録

番犬

注射程

遠れて行って

ほしいワシ f

' ， ' .v~ 

4
月
円
日
閣

4
月
四
日
働

4
月
引
日
何

4
月
白
日
制

4
月
白
日
偏

4
月
四
回
世

一 〉客キリト リ線一一一一一一一

狂犬病予防注射・畜犬登録申込用紙

犬について 飼い主について

畜犬登録 犬種 毛色 犬の名前 大きさ 犬の生年月日 住所(地区名)・電話番号 飼い主・世帯主の氏名

;オス 大型 昭和 ・平成
有 ・無 中型 大洲市 飼い主

|メス 小型 年 月 日

lオス 大型
地区名(

昭和 ・平成
有 ・無 中型 電話 世帯主(

lメス 小型 年 月 日

-料金 (1頭につき)予防注射2.850円 畜犬登録3，000円 (申込用紙と料金は会場でお渡しください。登録には飼し、主の印鑑が必要です。)
.畜犬登録済の場合、確認のため犬鑑札を首輪につけて来てください。
お願い ①犬を自由に扱える人が連れてきてください。②引き綱は丈夫なものを使用し、首輪の点検をしておいてください。③注射・登録場所での犬のフ

ンは飼い主が責任を持って始末してください。④犬の体調が悪い場合は、当日獣医師に申し出てください。7 
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お知らせ

さあ、み九なで按票IZ行之ラ。

え51;ヨ!
愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
4
月
四
日
(
日
)

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う

私
た
ち
県
民

一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
政
治
を
任
せ
ら
れ
る
代
表
者
を

き
れ
い
な
選
挙
で
選
び
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
時

4
月
日
日

(日
)

午
前

7
時
1
午
後
8
時

投
票
で
き
る
人

年
齢

日
本
国
民
で
、
満
却
歳
以

上
の
人
(
昭
和
田
年
4
月
比

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
)

住

所

引

き
続
き

3
カ
月
以
上
大

洲
市
に
住
所
が
あ
り
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人
(
平
成
日
年
1
月
3
日

以
前
に
住
民
票
の
作
成
ま
た

は
転
入
届
を
し
た
人
)

希
望
者
の

皆
さ
ん
に

差
し
上
げ

占
広
す
ヲ

夜
の
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
ど
う
ぞ
!

市
で
は
、
事
故
が
起
こ
り
ゃ
す
い

夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、
歩
行

者
の
存
在
を
運
転
者
に
い
ち
早
く
知

ら
せ
る
た
め
の
「
反
射
タ
ス
キ
」
を

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

夜
間
外
出
す
る
こ
と
の
多
い
人
は
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
ぜ
ひ
着
用

1

レ
ヰ
ア
し
ょ
、
っ
。

配
布
開
始

4
月
1
日

(火
)
か
ら

配
布
場
所

総
務
財
政
課
交
通
安
全
係

(市
役
所
3
階
)

ま
た
は
各
公
民
館

な
お
、
平
成
日
年
1
月
4

日
以
後
、
愛
媛
県
内
の
他
の

市
町
村
か
ら
大
洲
市
に
住
所

を
移
し
た
人
は
、
市
長
が
交

付
す
る

「
引
き
続
き
愛
媛
県

内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証

明
書
」

を
提
示
す
れ
ば
、
前

の
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票

'

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
前
の

1

住
所
地
の
市
町
村
の
選
挙
人

Y
一て

名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
場

Y
一λ
山

合
に
限
り
ま
す
。

〆

一
，
、
“
q

リ

v
-
、J
こ

、
-
同，

+
I

不
在
者
投
票

Y
一
ご
u
n

投
票
日
に
仕
事
、
旅
行
、
病
気
な

Y
古
川
げ
叩

ど
の
た
め
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、

Y
一締刊以

前
も
っ
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

一
一、

ta

v一大
を

不
在
者
投
票
期
間

一

-
J
E
t

-
4日
(金
)
1
ロ
日

(土

)
Y
一革
刺

午
前
8
時
加
分
1
午
後
8
時

Y
一
片

民

医

不
在
者
投
票
場
所

Y
一開
業

市
役
所
2
階
大
ホ
ー
ル

Y
一保
濃

Y
一配
制

Y
一米

;

Y
一

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会

合

@
2
1
1
1
(内
線
3
2
5
)

平成14年12月3日に政府与党において米政策改革大綱

が取りまとめられました。この米政策改革は、平成22年

度 (西暦2010年)までに 「米づくりのあるべき姿jを実

現し、 21世紀の我が国の食料供給体制を築き上げようと

するものです。

タ
ス
キ

配
布
本
数

1
、

5
0
0
本

※
配
布
場
所
に
取
り
に
来
た
人
に
対

し
1
人
1
本
差
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
財
政
課
交
通
安
全
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線
3
2
3
)

改革の考え方・

1. 明瞭でわかりやすく

2.効率的で無駄がなく

3.透明性の確保 された政策

• 

22年

米づ〈りの本来

あるべき華町実現

年
唱

1
1
1
1
14
1
1
1
1
1

ス
w

nJι

-

b
ue
E
R
 

一

シ
L
割
削
即

-

4
t
マ
L

:

一

主
し

写
十

-

ωu皇
、

か

l
斗
|
l

鵬
創

;

一

諸

島

一

保
げ
叫

芋
T

一

皐
曾

-7

.
ょ

-

堂
宋
句
人

Q
ぜ

1
1
1
1
1
1

晶
画

E

Y

蝕
綱

t
E

撃
4

許証

偽品寸

仲
け
伸
明

a
u
l
『
1
寸
1
1『

朱
木
先
芭

1

E

-

m
w
羽
品

一

へ

叫

帆

一

「
汀
の

年

一

移
等

づ
，

8 

..夜でもはっきり
わかります

品係主力tとみす寮南側IT綿密
炉 百て支援むJタ

' う1，0，_，.ーフン
零歳児保育可能な保育所と、子育て家庭の相談、育児サーク

ルなどを行う支援セ ンターとが一体となった複合施設です。

支援センターの利用時間 午前 9時~午後 5時

休館日 土 ・日・祝祭 日及び年末年始 (12 / 29 -1 / 3 ) 
問い合わせ先 大洲市地域子育て支援セ ンタ一 大洲 810-1

4月からの電話番号 包 23-2300

平成15年度を 11年間の準備期間」として位置付け、

それぞれの地域ごとに米政策改革大綱の道すじを踏ま

え、関係者のみなさんと話し合いながら、地域ごとの米

づくりのあるべき姿の目標づくりに取り組みます。

またその上で、平成16年度から、あるべき姿に向けた

取 り組みを本格化 し、関係者と共に努力して、いち早く

実現する地域、遅れる地域も含め、平成22年度には、全

国的に「米づくりのあるべき姿」を実現していきたいと

考えています。

高松食糧事務所松山事務所 公 089-924 -7121 

i'i'i'i'i'i'i'i'i'i'i'i'i'i'i' 
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高齢者福祉情報シリーズ

施設を紹介します③第4固

大洲市在宅介護支援センター

余裕のある介護をサポートします!

介護の悩みを本人や家族だけで抱え込まないで、

いろいろなサービスを上手に利用して、余裕の

ある生活や介護にしましょう。

福祉用具の展示

福祉用具の説明を受けなが

ら、実際に手に触れて使い

心地を確かめることができ

ます。

相談員の丸山浩児で、す

実態調査

高齢者のことを知り、

見守り 、顔見知りにな

れるよう訪問します。

介護相談

介護保険、医療、福祉、介護に

関する相談に応じます。書類申

請などの手続きを代行します。
大洲市春賀甲 1665大洲市在宅介護支援センタ-

ft26-1471 春賀

大
洲
市
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

「
春
賀
」

の
紹
介

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

「
春
賀
」

は
、
平
成
8
年
日
月
に
業
務
を
ス
タ

ー
ト
し
て
か
ら

7
年
目
を
迎
え
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

の
喜
び
を
自
分
た
ち
の
喜
び
と
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
介
護

相
談
窓
口
と
し
て
、
迅
速
で
親
切
な

対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す。

企皆さん ! 気軽に声をかけて ください。

お電話ください。お待ちしています。

9 
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短歌・俳句大会全国表彰

NHK全国短歌大会・俳句大会

肱束中が全国2位
短歌「ジュニアの部」で学校奨励賞

手島さん、沖野さんが大会大賞受賞

N
H
K全
国
短
歌
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
大
会
大
賞

穂
村

弘

選

目
が
さ
め
て
目
の
さ
一す
カ
ー
テ
ン
開
け
た
と
き

歩
い
て
い
た
の
は
犬
、
郎
君
な
り

肱
東
中
2
年

手

島

枝

美

選

者

穂

村

弘

(

歌

人

)

ま
っ
た
く
普
通
の
こ
と
を
詠
っ
て

い
る
よ
う
な
の
に
、
な
ん
だ
か
不
思

議
な
景
色
が
見
え
て
き
ま
す
。
健
や

か
な
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
こ
う
詠
わ
れ

る
と
「
太
郎
君
」
が
、
ま
る
で
う
つ

く
し
い
鹿
か
、
あ
る
い
は
半
裸
の
お

し
ゃ
か
さ
ま
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す。全
国
応
募
作
晶
の
中
か
ら

肱
柑
嶋
中
生
が
繊
々
と
受
賞

企個人受賞者の皆さんと国語担任の祖母井教諭 (前列中央)

短
歌
・
俳
句
の
優
秀
作
品
を
表
彰

す
る
平
成
比
年
度

N
H
K
全
国
短
歌

大
会
・
俳
句
大
会
が
、
ー
月
四

日

(
土
)
、
四
日

(
日
)
の
両
日
、
東

京
・

N
H
K
ホ
1
ル
で
聞
か
れ
ま
し

た。
作
家
の
嵐
山
光
三
郎
さ
ん
、
歌
人

の
池
田
は
る
み
さ
ん
ら

6
人
の
選
者

が
、
全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
の
短
歌
・
俳
句
あ
わ
せ
て

4
万
3
千
首

(
句
)
の
中
か
ら
、
優
秀

な
作
品
を
選
、
び
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

手
島
枝
美
さ
ん
と
沖
野
佑
紀
さ
ん
の

作
品
が
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
最
も
優
秀

な
短
歌
に
贈
ら
れ
る
「
大
会
大
賞
」

(3
首
選
定
)
を
受
賞
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の

2
人
が
通
学
し
て

い
る
肱
東
中
学
校
(
中
野
伸
一
校

手
島
さ
ん
の
ひ
と
こ
と

大
会
大
賞
に
選
ば
れ
て
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
夏
の
あ
る
朝
、
目
覚

め
た
時
の
様
子
を
短
歌
に
し
ま
し
た
。

そ
の
時
歩
い
て
い
た
太
郎
君
と
は
、

実
は
私
の
祖
父
の
こ
と
な
ん
で
す
。

長

・
生
徒
数

1
8
9
人
)
が
昨
年
度

の
俳
句
に
続
い
て
、
今
年
度
は
短
歌

の
部
で
「
学
校
奨
励
賞
」
(
学
校
賞
に

次
ぐ
全
国

2
位
の
賞
)
を
受
賞
し
ま

し
た
。

肱
東
中
学
校
で
は
、
夏
休
み
に
作

っ
た
短
歌

・
俳
句
を
用
い
て
授
業
を

行
い
、
大
会
に
応
募
し
ま
し
た
。
自

身
短
歌
に
親
し
ん
で
い
る
国
語
担
任

の
祖
母
井
美
香
教
諭
に
よ
る
と
「
一

人
ひ
と
り
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
を

大
切
に
し
な
が
ら
生
徒
自
身
が
推
敵

を
重
ね
て
い
っ
た
」
と
の
こ
と
で
す
。

肱
東
中
生
徒

1
7
7
人
が
応
募
し

た
結
果
、
短
歌
で
大
会
大
賞
を
受
賞

し
た

2
人
の
ほ
か
、
百
人

一
首
賞

3
人
、
入
選

3
人
、
俳
句
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
で
も
、
秀
作

3
人
、
入
選

8
人

で
、
合
わ
せ
て
四
人
が
全
国
表
彰
さ

れ
る
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
修
め
ま

し
た
。

10 

心
か
ら輝

い
て
生
き
る

県
内
の
男
性
教
員
で
は
初
め
て
育

児
休
暇
を
と

っ
た
お
父
さ
ん
(
大
洲

市
在
住
)
が
、
次
の
よ
う
な
談
話
を

新
聞
に
寄
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
「
初
め
の
こ
ろ
は
余
計
な
力
が
入
〕

一
っ
て
い
た
け
ど
、
よ
う
や
く

「楽
し
一

一む
』
余
裕
が
出
て
き
た
」
(
叩
月
引
一

市
付
愛
媛
新
聞
の
記
事
か
ら
)
」

「
育
児
休
暇
を
ど
う
し
て
男
が
・
・
・
、

お
母
さ
ん
は
、
い
っ
た
い
・
:
」
と
不

思
議
が
る
、
い
や
非
難
し
て
し
ま
い

そ
う
に
な
る
方
も
、
お
ら
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
ど
う
し
て
育

児
は
母
親
な
の
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
社
会

に
は
、
社
会
の
慣
習
や
文
化
が
っ
く

り
あ
げ
た
「
男
ら
し
さ
」
「
女
ら
し

さ
」
に
と
ら
わ
れ
た
固
定
的
な
役
割

分
担
が
み
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

古
く
か
ら
あ
る

「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
」
な
ど
、
男
性
、
女
性
で
役
割

を
区
別
す
る
考
え
方
で
す
。

女
性
の
社
会
進
出
が
年
々
進
ん
で

い
る
今
日
で
も
、
男
は
た
く
ま
し
く

仕
事
を
す
る
も
の
、
女
は
優
し
く
家

事
、
育
児
、
介
護
を
す
る
も
の
と
い

う
性
的
役
割
意
識
が
高
く
、
男
女
不

平
等
と
感
じ
て
い
る
人
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
、
男
ら
し
く
、
女
ら
し

く
で
は
な
く
て
、
「
人
間
ら
し
く
、
自

分
ら
し
く
生
き
た
い
」
と
願
う
の
は
、

基
本
的
な
権
利
で
す
が
、
男
・
女
と

い
う
性
に
よ
っ
て
生
き
方
や
働
き
方

の
選
択
が
制
限
さ
れ
た
り
、
差
別
さ

れ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
は
、
自
己
の
能
力
や
個
性

を
発
揮
す
る
機
会
が
、
社
会
の
中
で

男
女
平
等
に
保
障
さ
れ
る
と
同
時
に
、

お
互
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
認
め

合
っ
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
男
女
の
性
別
を
越
え
て
、
家

庭
や
職
場
で
、
地
域
で
、
対
等
な
立

場
で
生
き
て
い
く

「
男
女
共
同
参
画

社
会
」

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

平
成

H
年

3
月
か
ら
、
保
健
婦
・

保
健
士
は
保
健
師
、
看
護
婦
・
看
護

士
は
看
護
師
、
助
産
婦
は
助
産
師
、

准
看
護
婦
・
准
看
護
士
は
准
看
護
師

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
洲
市
農
業
委
員
会
に

2

人
の
女
性
農
業
委
員
が
大
洲
市
で
初

め
て
誕
生
し
ま
し
た
。
市
消
防
団
に

は、

口
人
の
女
性
消
防
団
員
が
、
平

成
日
年
1
月
1
日
か
ら
第
一
期
生
と

し
て
入
団
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
家
庭
で
、
学
校
で

職
場
で
、
地
域
社
会
で
、
男
女
が
共

同
し
て
参
画
し
て
い
く
時
代
で
す
。

男
性
も
女
性
も
、
社
会
的
に
つ
く

ら
れ
た
性
の
枠
に
し
ば
ら
れ
ず
、
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

と
す
る
た
め

に
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。
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連載コーナー

皆
さ
t
A
、
お
め
で
と
ヨ

z

短
歌
大
会

・
ジ

ュ
ニ
ア
の
部

大

会

大

賞

(3
首
選
定
)

手
島
枝
美
、
沖
野
佑
紀

百
人
一
首
賞

(1
0
0
首
選
定
)

後
藤
百
利
、
石
本
裕
樹
、
上
川
直
輝

入

選

(
4
5
0
首
選
定
)

藤
岡
佑
輔
、
河
野
拓
矢
、
矢
野
ゆ
か
り

俳
句
大
会
・

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

秀

作

(1
3
0
勾
選
定
)

富
永
晴
夏
、
城
戸
彰
公
、

二
宮
大
樹

入

選

(
8
5
0
句
選
定
)

白
石
彩
奈
、
山
本
優
樹
、
田
淵
あ
か

ね
、
矢
野
佑
佳
、
姫
地
佑
紀
、

沖
野

佑
太
、
森
本
竜
次
、
藤
岡
良
輔

N
H
K
全
国
短
歌
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
大
会
大
賞

池
田
は
る
み

選

ま
ん
ま
る
だ
わ
た
し
が
食
べ
る
り
ん
ご
あ
め

不
思
議
な
吋
に
明
り
が
灯
る

肱
東
中
3
年

沖

野

佑

妃

選
者
池
田
は
る
み
(
歌
人
)

こ
の
不
思
議
な
町
に
行
け
る
の
は
、

読
者
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ん

ま
る
な
の
は
り
ん
ご
あ
め
だ
け
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
町
の
上
に
ぼ
ん
や
り

し
た
月
も
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
わ

た
し
も
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な

な
つ
か
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。

沖
野
さ
ん
の
ひ
と
こ
と

花
火
大
会
で
露
庖
の
提
灯
が
並
ぶ

の
を
見
て
不
思
議
な
町
の
明
り
の
よ

う
に
思
え
ま
し
た
。
受
賞
を
知
っ
た

家
族
か
ら
、
「
大
賞
」
と
聞
い
た
瞬

間、

「う
そ
っ

l
」
と
思
い
ま
し
た
。

合 シυーズ.おおずの女性 合合禽合合合合合合禽
4匝 .. 

.. I _ .. 

様 、I?a!:f:，~ __../、... .. 
タ 刃ピ盟三~ "ラF く=手、 毒
事 /FT'JW -j :ノ イト * .. .. 
.. )申

告 VDL.8 珠:第6m :
:8おず女佐量生を募集します :
.. .. 
根 市では、ふるさと“おおず"を再発見し、 21世 .. 

.. 紀に向けての男女共同参画家庭、地域づくりを進 E申

告 めるための人材育成と、いきいきとした男女共同 E申

告 参画社会づくりを目的として、女性の学習機会を E申

告 設けています。 珠

この塾では、郷土史の学習、先進地視察研修、 帯
主 男女共同参画セミナーなどの学習会を予定してい J 
侭 ます。皆さんのご応募をお待ちしています。 時
.. .. 
.. 募集対象 市内在住の女性で活動に参加できる人 .. 

.. 学習期間 平成15年7月~平成17年3月 .. 

仮 定 員 20人(申し込み多数の場合は抽選) )申

告 申込期限 4月30日 (水) J申

告 申込方法 企画情報課までご連絡ください。申込書及び第 5期 珠

恨 生の活動の様子など (書類)を送付します。 : 

申し込み ・問い合わせ先
毒

事 企画情報課女性係官24-2111 内線371 .. 

与....与辱辱与与与..平等与与....与......辱与与

藤

整理
隼

「 位

今

レ
}

幻
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の

「人
権
」
と
い
う

こ
と
を
、
江
戸
時
代
に
初
め
て
説
い

た
の
が
、

中
江
藤
樹
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
全
国
藤
樹

会
長
・
古
川
治
氏
(
文
学
博
士
)
は、

平
成
H
年
日
月
に
聞
か
れ
た
大
洲
藤

樹
会
百
周
年
記
念
講
演
会
で
次
の
よ

う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

「江
戸
時
代
の
学
問
は
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
差
別
の
合
理
化
で
あ
っ

た
。
藤
樹
は
、
こ
の
時
代
に
初
め
て

人
権
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
法
は
人

権
の
た
め
に
あ
る
と
説
い
た
。
藤
樹

学
の
独
創
性
と
現
代
的
意
味
が
こ
こ

に
あ
る
。L

藤
樹
も
初
め
は
、
大
洲
藩
の
武
士

と
し
て
儒
学
の
礼
法
を
学
び
、

礼
法

通
り
実
践
し
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。

き
ん
げ
ん

し
か
し
、
謹
厳
に
礼
法

(格
法
)

を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、
周
囲
と
の
摩

擦
を
生
じ
、
自
由
な
心
が
抑
圧
さ
れ

て
、
矛
盾
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
し
て
、
た
ど
り
着
つ
い

た
の
が
「
権
」
の
思
想
で
す
。

「権
」
と
は
「
人
の
生
命
と
自
由

を
生
か
し
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
る
」

と
藤
樹
は
説
明
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
「
法
は
こ
の
権
を
学
び
実

践
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
」
と
説
い
て
い
ま
す
。

藤
樹
は
晩
年
、
そ
の
著
「
大
学
解
」

(25) 

に
つ
い
て

で
、
次
の
よ
う
に
普
遍
・
平
等
の
人

間
観
・
学
問
観
を
示
し
て
い
ま
す
。

て
ん

し

し

ょ

こ

う

き
ょ
う
だ
い

れ

し

「
天
子
・
諸
侯

・
郷
大
夫
・
士
・

し
よ
じ
ん

そ

ん

ぴ

き
せ
ん

庶
人
五
等
ノ
位
尊
卑
貴
賎
大
小
差
別

そ
の

お
い

ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
其
身
ニ
於
テ
ハ
差

は
っ

こ
の

み

髪
モ
差
別
ナ
シ
。
此
身
同
キ
ト
キ
ハ

学
術
モ
府
長
ナ
ル
ゴ
ト
ナ
シ
。
:
::」

こ
れ
は
、
時
代
や
環
境
や
財
力
な

ど
に
よ
っ
て
差
別
が
あ
る
よ
う
に
見

え
て
も
、
人
間
の
尊
厳
性
に
お
い
て

人
は
す
べ
て
平
等
で
あ
る
。
学
問
の

道
も
ま
た
、
そ
の
求
め
る
と
こ
ろ
は

す
べ
て
同
じ
で
あ
る
と
説
い
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
前
提
に
立
っ
て
、
藤
樹
の
説

く
「
権
」
と
「
法
」
の
関
係
を
考
え

て
み
ま
す
。

「
人
は
皆
そ
の
尊
厳
性
に
お
い
て

平
等
で
あ
り
、
幸
せ
に
生
き
る
権
利

を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
が
「
権
」

で
す
。
藤
樹
は
、
「
明
徳
」
と
か
「
良

知
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

「
時
代
や
環
境

(国
情
)
や
立
場

に
即
し
て
、
権
の
実
現
の
た
め
に
辞

に
し
て
残
し
た
も
の
」
が
「
法
」
で

す
。
だ
か
ら
藤
樹
は
、
立
法
の
本
位

は
っ

と

あ

と

は
「
権
」
、
法
度
は
そ
の
「
遮
」
で
あ

る
と
も
言
っ

て
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
学
問
の
真
の
目
標

は
「
権
」
の
道
だ
と
い
う
の
で
す
。

11 
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平成15年 3月1固まで

に皆様かうお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、344，346，582円
です。

大洲城天守閣復元

4月号

く
う
が

『
暗
り
門
』
の
遺
構
を
発
見

速
報
城
山
本
丸
を
発
抱
調
査

大洲市は、市の新しいシンボ、ルとして、 市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大別|城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ーナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係

[写真③]石垣と階段の間にある

雨落ち溝とみられる跡

内線352

広報おおず 2∞3

ft 24-2111 

復
元
さ
れ
る
天
守
閣
に
必
要
な
電
気
や
水
を
送
る
た
め
の
配
管

埋
設
工
事
を
前
に
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
か
つ
て
城
山
頂
上
の

本
丸
入
口
に
あ

っ
た

「暗
り
門
」
を
発
掘
し
、
調
査
・
記
録
し
て

い
ま
す
。

姿
を
現
し
た

「暗
り
門
」

え 5州城

し
た
の
は
、
正
面
に
立
ち
は
だ
か
る

石
垣
と
急
な
階
段
で
す
。
調
査
場
所

は
、
電
気
や
水
道
の
配
管
工
事
が
予

定
さ
れ
て
い
る
地
中
部
分
で
、
ご
く

限
ら
れ
た
範
囲
で
す
。
暗
り
門
の
全

容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

暗
り
門
は
、
本
丸
に
進
入
す
る
際

に
最
後
の
関
門
と
な
る
重
要
な
施
設

で
、
敵
が
突
入
し
に
く
い
構
造
が
採

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
門
も
石
踊
一も
取
り
の
け

ら
れ
、
ま
っ
す
ぐ
本
丸
に
向
か
っ
て

登
る
坂
道
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
暗

り
門
が
あ
っ
た
頃
は
、
左
方
向
へ

L

字
に
折
れ
曲
が
り
、
台
所
櫓
正
面
に

向
か
っ
て
登
る
構
造
で
し
た
。
車
道

に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
十
年
代
頃
と

考
え
ら
れ
、
そ
れ
以
前
は
昔
の
石
階

段
が
残
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出
現

【写真④]埋められた土砂の中に

多量の瓦が混入

かわら版

2巳

4
つ
の
推
測

写
真
@

石
垣
下
部
は
残
存

現
在
の
よ
う
な
坂
状
の
車
道
を
造

る
際
、
石
垣
の
上
部
の
み
を
壊
し
、

埋
め
立
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

写
真
@

台
所
櫓
正
面

へ
の
階
段

ブ
ロ
ッ
ク
状
の
石
を
横
一
列
に
並

べ
て
、
台
所
櫓
正
面
へ
と
登
る
石
階

段
に
し
た
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
形
態
か
ら
当
時
の
ま
ま
の
状
態

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

写
真
@

「
雨
落
ち
溝
」
を
確
認

石
階
段
と
石
垣
の
聞
に
、
石
が
敷

き
詰
め
ら
れ
た
状
態
で
並
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
雨
落
ち
溝
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

写
真
@

瓦
や
陶
磁
器
が
出
土

石
階
段
や
石
垣
を
埋
め
た
土
砂
の

中
に
は
多
量
の
瓦
や
陶
磁
器
が
混
ざ

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
歴

代
藩
主
・
加
藤
家
の
家
紋
「
蛇
の
目
」

の
模
様
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
明
ら
か

に
大
洲
城
の
も
の
と
分
か
る
瓦
の
ほ

か
、
続
の
形
を
し
た
鬼
瓦
な
ど
、
櫓

級
以
上
の
建
物
に
使
用
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
も
の
や
、
江
戸
時
代
以
前

の
間
磁
器
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
洲
城
内
で
採
取
さ
れ
た
土
砂

の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

昭
和
三
十
年
代
頃
、
こ
の
周
辺
に

残

っ
て
い
た
建
物
は
高
欄
櫓
と
台
所

櫓
の
み
で
す
。
で
は

一
体
、
こ
の
大

量
の
土
砂
を
ど
こ
で
採
取
し
、
ま
た
、

瓦
は
ど
の
建
物
に
使
わ
れ
て
い
た
も

の
な
の
か
?
謎
は
深
ま
る
ば
か
り

で
す
。

「暗り門Jの位置

。 ¥1111' ' 

私
た
ち
市
民
の
貴
重
な
財
産

今
回
確
認
さ
れ
た
石
垣
や
石
階
段

な
ど
の
遺
構
は
、
貴
重
な
埋
蔵
文
化

財
で
あ
り
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ

市
民
共
有
の
財
産
で
す
。

調
査
終
了
後
は
、
予
定
ど
お
り
配

管
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
貴
重

な
文
化
財
を
破
壊
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
注
意
し
、
遺
構
の
保
護
に
努
め

ま
す
。

古絵図にみる
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2/22 

平成5年から活動してきた「あいわ福祉作業所」が、社会福祉法人として認可され、このほど祝賀会が関かれました。名称を社会福

祉法人「肱友会J小規模通所授産施設「あいわ苑Jに変更し、衛生用品や書類の袋詰め、廃品のリサイクル作業などを市内5企業から

請け負い、障害のある利用者が楽しみながら働くことのできる場として運営されています。

2/17 G!T大洲の昧.".を全国へ

空前ご
料理愛好グループ旬を愛する会(白石成子代表会員5人)が作る「ま

めいリ」の初荷出発式が大洲郵便局でありました。この日は、手づくりのま

めいりやクッキーのほか、甘酒、繭細工などをセν卜にしたゅうパック約

100箱が全国に向け発送されました。今年は、 1，700セり 卜を目標に4月21
日まで注文が受け付けられます。 国大洲郵便局企24-3830

コミュニティを深めよう

第24回大洲市コミュニティ推進大会
;VI: 

" 
92t 
tか
のな
呈ア

鳴かV

， 1"1ア
にt食
L主し
;め1、
kて宵

! I ~ ' 竺

第24回大洲市コミュ=ティ推進大会が市役所で閣かれ、活動に功績のあった玉井長太さん (肱南)、

山中久夫さん (喜多)、山田清さん (平野)石岡光子さん (大JII)、 渡辺清美さん (八多喜)、 味彩会

(新谷)が表彰されました。また、南久米地区のサークル (あかね会、民漉教室)の皆さんが歌や踊

りを披露、スリランカ出身の講師 にしゃんたさん (写真)が心の豊かさをテーマに講演しました。

テレビに出ましたよ

県内70市町村を紹介するテレビ番組「伊予路てくてくJ(N H K松山放送
局制作)の放送がありました。この目、大洲市からの中継は、朝、昼、夕方

の時間帯にあわせて4回ありました。グループ活動やイペン 卜のPR、まち

の様子などが紹介され、蔵川芸能保存会の皆さんによる地揚き音頭も披露さ

れるなど、大別lの皆さんのいきいきとした姿がテレビで放送されました。

2/24 大洲の青年農業者が農林水産大臣賞

全国の若者たち約520人が集まり、農業の体験 成果を語り合う第42回全国青年農業者会議が
2月24日から3日間、東京 国立オリンピック記念青少年セン安ーで聞かれました。会議初日に

は、地域農業の発展に寄与した団体 e個人などの表彰式があり農林水産大臣賞を受賞した大洲市

青年農業者協議会 (会員16人)の吉岡恵一会長に太田豊秋副大臣から表彰状が手渡されました。
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くらしの情報

いきいき-
Life! 

あなたの健康を
サポートします

4
月
の
脅
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

{
乳
幼
児
健
康
診
査
】

、

0
4
月

2
日
同

平
成
比
年
日
月
生

(
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
4
月
日
日

ω
平
成
ロ
年

3
月
生

0
4
月
辺
白
川
w

平
成
日
年

9
月
生

受
付
時
間

日
時

1
日
時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

{
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
4
月

M
日
開

平

成

M
年

6
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

i
m時

持
参
品

母
子
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

・

パ
ス
タ
オ
ル

-・ =I~r呈:I~j~=[9}三t来ミヨ・

{
栄
養
相
談
}
予
約
制

0
4
月
お
日
幽

相

談

時

間

叩

時

1
正
午
、
日
時

1
日
時

持
参
品

健
康
手
帳

一
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・

一B
C
G

予
防
接
種

「
E
'
E
E
E
E
E
'
E
'
E
E
E
a
E
E
E
E

乳
幼
児
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
・

B
C
G
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
者

平
成

M
年

7
月
1
日
か
ら
平
成

凶
年
ロ
月
白
日
生
ま
れ
の
乳
児
。

ま
た
、
生
後
必
カ
月
ま
で
に
ま
だ

l

度
も
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
。

当
日
は
、
チ
ヤ
イ
ル
ド
ノ
ー
ト
の

「
予
防
接
種
と
子
供
の
健
康
」
の
欄
を
よ

く
読
み
予
診
票
を
記
入
の
上
、
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

実
施
日

企守
肱
南
久
米

・
肱
北

・
喜

多

・
平
地
区

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

4
月

8
日
例

B
C
G
予
防
接
種

4
月
凶
日
附

。
連
絡
所
の
あ
る
地
区

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

4
月

9
日
同

B
C
G
予
防
接
種

4
月
日
日
幽

受

付

時

間

日

時

1
日
時
却
分

実
施
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

(東
大
洲
)

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
】

4月6日(日)末光眼 科 (若宮)

まま 24-1500

4月13日(日)田渡クリニ ック (新谷)

会 25-3217

辻内科医院 (長浜)

ft 52一0174

4月20日(日)浦岡医院 (三の丸)

まま 24-2024

4月27日(日)平田胃楊科虹門科 (若宮)

合 24-1200

4月29日伏)いんなみ眼科・神経内科 (田口)

ft 24一0700

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間 -夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

-.~'.主司臣官置Z置し司圃

O
第

1
・
3
火
曜
日

{
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火

曜

日

日

時

1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
}

O
第

3
金

曜

日

目

時

i
日
時

【
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月

1
金
曜
日

9
時

i
M時
却
分

一
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第
3
木

曜

日

時

時

1
口
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第
4
木

曜

日

日

時

1
M
時

{
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第
3
水
曜
日

受
付
時
間

ロ
時
却
分

1
日
時
加
分

対

象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内

容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
フ

ツ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

日
時

1
正
午

献
血
の
お
知

5
せ

4
月
3
日
同

大

洲

病

院

日

時

1
正
午

伊

予

銀

行

大

洲

支

庖

日

時

1
日
時

シ
ヨ
ツ
パ

l
ズ
大
洲
庖

日
時
却
分

i
M
時
品
分

4
月
間
同
日
樹

松
下
寿
電
子
工
業
側
大
洲
地
区

日
時

i
M山
時

4
月
幻
日
同

オ
ズ
メ
ッ
セ
幻

日
時

i
m時

市立大洲病院 (西大洲)

怨 24-2151

宮)

森)

大洲中央病院 (東大洲)

合 24-4551

加戸病院 (若

宮 24-5101

日大洲記念病院 (徳

合 25-2022

金~日曜日

月・火曜日

日曜

曜

水

木

A
M
J
V
 

41
1
 

aH帥叶
晶
川
崎
町〆A

州
内
リ

ιv
岬

P

d
v
 

aF 
訓開
F

4
月
新
着
図
書

嘘
つ
き
男
と
泣
き
虫
女

ア
ラ
ン

・ピ

l
ズ
&
パ

l
パ

ラ

ピ

l
ズ
著

イ
コ
マ
チ
ユ
ウ
イ
チ
ロ
ウ

二

宮

忠

八

・

伝

生

駒

忠

一

郎

著

私

た

ち

の

愛

田

原

総

一

郎
・

節
子
著

「
こ
こ
が
お
か
し
い

!
」
と
雪
口
え
る
サ
ラ

マ
サ
ハ
ル

リ
l
マ
ン
に
な
る
!

柴
田
昌
治
箸

医
療
費
控
除
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本

税
務
研
究
会
編

暴
落
相
場
で
も
私
は
こ
の
株
で
生
活
し
て

い
る

明
地
文
男
著

カ
ン
ノ

印
代
か
ら
の
転
職
・
再
就
職
菅
野
宏
三
著

夫
の
独
り
寝
妻
の
フ
テ
寝

週
刊
ポ
ス
ト
編
集
部
編

ノ
ー
ベ
ル
賞
お
も
し
ろ
雑
学
事
典

ノ
ー
ベ
ル
賞
研
究
会
編
著

こ
れ
な
ら
わ
か
る
教
育
改
革

N
H
K編

電
池
が
切
れ
る
ま
で
す
ず
ら
ん
の
会
編

気
持
ち
の
い
い
部
屋
が
上
手
に
つ
く
れ
る

本

主

婦
と
生
活
社

誰
も
書
け
な
か
っ
た
フ
ァ
イ
ル
交
換
&
ダ

ウ
ン
ロ

1
ド

佐

藤

和
明
ほ
か
著

月

6
万
円
か
な
ら
ず
節
約
で
き
る
本

家
計
費
節
約
研
究
会
著

絶
対
酒
飲
み
主
義
!

新
星
出
版
社

パ
ワ
フ
ル

・
ベ
ジ
タ
ブ
ル
石
原
洋
子
著

チ
フ
ミ

ホ

テ

ル

の

英

語

村

瀬

千

文

著

五

郎

治

殿

御

始

末

浅

田
次
郎
著

ふ

た

た

び

の

雪

原

口
真
智
子
著

影
ぼ
う
し

岡
田
秀
文
著

グ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
イ
シ
ス
藤
本
大
三
郎
著

月

は

静

か

に

丸

山
健
二
著

マ

ル

タ

の

碑

秋

月
達
郎
著

冬

の

は

な

ぴ

ら

伊

集

院

静

著

終
戦
の
ロ

l
レ
ラ
イ
上
・下
福
井
晴
敏
著

14 

深

追

い

横

山

秀

夫

著

武

蔵

決

闘

・

一

乗

寺

鎌

田

敏

夫

著

リ

レ

キ

シ

ョ

中

村

航

著

パ
ナ
タ
イ
ム

よ
し
も
と
ば
な
な
著

パ
l
ス
デ
イ

・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ

村
上
春
樹
編
訳

バ
ル
カ
ン
超
特
急

エ
セ
ル
・

R
-
ホ
ワ
イ
ト
著者

点目詩
!g~手

節子i幸村

貧
し
い
織
屋
の
長
女
に
生
ま
れ
た
ち
ょ

は
、
織
業
の
名
家
に
嫁
ぐ
が
、
事
業
は
破

滅
に
向
か
っ
て
い
く
。
激
動
の
中
を
生
き

抜
く
女
の
た
く
ま
し
さ
と
悲
し
み
を
つ
や

や
か
に
織
り
上
げ
た
傑
作
長
編
。

「
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
新
/

/
着
コ

ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

¥

図
書
館
で
は
、
保
存
期
間
を
経
過
し
た

資
料
(
主
に
雑
誌
)
を
次
の
と
お
り
市
内

の
公
共
施
設

・
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
に

提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

下
さ
い
。

①
開
始
時
期

平
成
日
年

4
月
下
旬

②
申
込
場
所

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

①
資
料
種
類

平
成
日
年

4
月
号
1
平
成

凶
年

3
月
号
雑
誌
(
婦
人
公
論

・
趣
味

の
園
芸

・
壮
快
・
歴
史
読
本
・
旅

・
オ

ー
ル
読
物
等
一
般
向
雑
誌
制
冊、

小
学

一
年
生

1
小
学
六
年
生
・
ジ
ャ
ン
プ

・

り
ぼ
ん
等
児
童
向
雑
誌
四
冊
)
、
不
用
図

書
邸
冊
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

mu
@
4
4
1
9

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜

-m日
・
初
日
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くらしの情報

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
!

保
険
料
納
付

国
民
年
金
は
世
代
と
世
代
の

助
け
合
い
の
制
度

国
民
年
金
制
度
は
、
私
た
ち
が
納
め

る
保
険
料
が
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
、

次
の
世
代
の
人
た
ち
が
納
め
る
保
険
料

に
よ
っ
て
私
た
ち
が
支
え
ら
れ
る
国
民

全
体
の
支
え
あ
い
の
制
度
で
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に

と
っ
て
大
切
な
保
険
料

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
万

一
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
に
支
払
わ
れ
る
障
害
基
礎
年

金
ゃ
、
死
亡
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に

便
利
で
確
実
な
保
険
料
の
口
座
振
替
や

前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
の

老
後
の
基
礎
を
築
く
た
め
に
も
保
険
料

を
確
実
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
民
年
金
係

mu
@
2
1
1
1
(内
線

1
1
1
)

南設備
公 25-4684

上工業 側
ft24-3141 

水道業者の

緊急漏水当番表

神

村

4月 5日仕)

不
動
産
無
料
相
談

不
動
産
の
価
格
賃
料
・
売
買
・
賃

貸
借
・
相
続

・
贈
与
な
ど
に
関
す
る
無

料
相
談
会
(
愛
媛
県
不
動
産
鑑
定
士
協

会
主
催
、
国
土
交
通
省
・
愛
媛
県
・
大

洲
市
後
援
)
が
聞
か
れ
ま
す
。

日
時

4
月
1
日

ω

午
前
旧
時
1
午
後
4
時

場
所

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
4
階
)

相
談
員

不
動
産
鑑
定
士
(
税
理
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
を
含
む
)

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事
務
局

8
0
8
9
・
9
4
1
・
8
8
2
7

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

参
加
者
募
集

5
月
ロ
日
は
看
護
の
日
で
す
。
そ
こ

で
、
一
日
看
護
体
験
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

看
護
師
希
望
者
、
家
族
介
護
に
役
立

て
た
い
人
、
日
頃
看
護
と
は
無
縁
の
生

活
を
送
っ
て
い
る

O
L
、
主
婦
、
男
性

な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日
時

・
場
所

・
募
集
人
数
な
ど

5
月
M
日
制

市
立
大
洲
病
院
(
西
大
洲
)

5
月
日
日
附

央建設側
ft24-3556 

藤水道庖
合 24-4410

保鉄工所
ft26一0537

回水道底
ft26一 0265

中目

佐

西

久

4月6日(日)

4月12日出

5 
人戸電業社

ft25-2944 

淳山水道工事庖
まま 24-2583

j成4月13日(日)

市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
(
八
幡
浜
市
大
…
程

平
)

叩
人

日

日

申
し
込
み
方
法

蛾

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ぃ
鵬

ガ
ナ
)
、
年
齢
、
職
業
(
学
生
は
学
校
、
日
採

学
年
)
、
電
話
番
号
、
希
望
病
院
名
、
洋
…
損

服
サ
イ
ズ
を
書
き

4
月
日
日

ωま
で
に
・
認

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
中
学
生
、
高
…

剥

校
生
は
、
参
加
に
関
し
て
学
校
の
許
可
日
圏

が
必
要
で
す
。
参
加
の
決
定
に
つ
い
て
日
唱

曜

は
、
選
考
の
上
全
員
に
通
知
し
ま
す
。
日
目

業

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

日
引

宇

一T
7
9
0
1
0
8
4
3

日
朝
怯

松
山
市
道
後
町

2
丁
目
日
凶

間
愛
媛
看
護
協
会
内

愛
媛
県
ナ

l
ス
セ
ン
タ
ー

8
0
8
9
・
9
2
4
・
0
8
4
8

F
A
X
0
8
9
・
9
9
6
・
8
4
2
5

労
働
保
険
の
申
告
・
送
付

手
続
き
は
お
早
め
に

事
業
主
の
皆
さ
ん
ヘ

労
働
保
険
(
労
災
保
険
雇
一
用
保
険
)
の

年
度
更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
?

平
成
日
年
度
の
年
度
更
新
手
続
き
は
、

4
月
1
日
か
ら

5
月
却
日
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

合

0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
0

土居鉄工所
ft24-4519 

予屋住設
ft24-2541 

情)南予水道住設
置歪 23-2352

福水 道工事庖
ft24-3656 

(布星加水道設備
ft26一 0020

塚鉄工所
公 25一 0300

件剣

伊

岡

4月19日出

4月20日(日)

4月26日出

試験の種類 申込受付期間 第1次試験日

国家公務員 I種 4月1日(:14-4月8日伏) 5月5日何)

国家公務員 E種 4月14日(月H月28日(月)6月29日(日)

国税専門官

労働基準監督官 4月1日(:14-4月17日同 6月15日(日)

法務教官

航空管制官 7月22日附-8月5日(:14 9月28日(日)

中
退
共
で
退
職
金
を
1

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
?

中
退
共
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業

員
の
た
め
の
退
職
金
制
度
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

中
退
共
は
、
国
の
制
度
な
の
で
掛
金

助
成
や
税
法
上
の
特
典
な
ど
、
有
利
な

点
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
安
全
、
確
実
な

中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
退
共
本
部

8
0
3
・
3
4
3
6
・
0
1
5
1

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
新
谷
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

森設備
公 25-4023

西田興産
公 25-2197

丸電工業

ft24-5351 

神田鉄工所
ft24-4122 

大

徳

時紛

(有)

4月27日(日)

4月29日ω

[大学卒業程度]

(有)

試験の種類 申込受付期間 第1次試験日

海上憧安学校学生(特別)4月1日(:14-4月10日同 5月25日(日)

国家公務員 E種 7月1日附-7月8日附 9月7日(日)

刑 務 { 邑 9月21日(日l

入国 警備 官

皇宮護衛官 7月22日(:14-8月5日側
9月28日(日)

航空保安大学校学生

海上保安学校学生

海上保安大学校学生
8月28日附-9月9B似)

11月1日比j

気象大学校学生 11月2日(日)

高松市松島町 1-17 -33 
人事院四国事務局 第二課試験係
金 (087)831-4765 

人事院ホームページ http://www.jinji.go.jp/ 

問い合わせ先

〒 760-0068

ー
新
谷
藩
と
先
人
の
足
跡
1

4
月
2
日
同

1
4
月
日
日
間

V
竹
工
芸
・
水
関
「
親
子
三
人
展
」

4
月
日
日
ω
1
4
月
初
日
目

V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
特
別
企
画
展

ス
ケ
ッ
チ
「
土
佐
の
民
家
と
町
並
み
」

ー
後
藤
孝

一
1

4
月
お
日
同
1
5
月

5
日
間

展
示
時
間
午
前
ゆ
時

1
午
後

5
時

※
展
示
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

休

館

月

曜
日

(
祝
日
の
場
合
、
翌
火
曜
日
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公

@
1
2
8
1

可
国
自
国
申
E
E
E
E
'
E
E

E

「
怖
い
、
で
も
上
が
っ
て
み
た
い
o
」

一

刊
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
付
消
防
自
動
車

E

(
5
m
!
写
真
)
は
、
建
物
で
い
え
ば

M
階

-

に
相
当
す
る
高
さ
ま
で
上
る
こ
と
が
で

一
き
る
そ
う
で
す
。
片
手
に
カ
メ
ラ
、
も

-
う
片
方
の
手
で
手
す
り
を
握
り
締
め
、

一
眼
下
に
広
が
る
風
景
を
フ
ィ
ル
ム
に
収

-
め
る
間
に
、
は
し
ご
は
ス
ル
ス
ル
と
空

E

に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。
前

一
月
号
表
紙
(
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
)

園

の
撮
影
か
ら
一
月
、
消
防
出
初
式
で
見

一
た
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
が
あ
の
時
の

-
興
奮
を
呼
び
覚
ま
し
ま
し
た
。
(
や
)

15 
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内本目 談
圃司-、

ιー と 案
相 談内容 日 時な ど 場所な と 聞い合わせ先

人 権 中目 談
4月 18日(金)/ 10時~正午 市役所3階会議室 君、ぐときは法務局 合 24-4155

(法務省)

人権擁護委員による 毎週月 -水 ・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft 24-4155 

無 料 中目 談 9 時~ 1 6 時(休日を除く) 人権相談室

イ'コーT 政 相 談
4月 21日(月)/ 9時~正午 市役所3階会議室

急ぐときは 宮 24-5072 (山本)

(総務省) 合 24-4294(辻)

社会保険相談
4月7 日(月 )/ 1 0 日寺~1 5 時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

4 月22日(火)/10時~1 5時30分 ft 089 -925 -5105 

不動産無料相談 4 月 15 日(火)/ 9 時~16 時 宅建協会大洲支部 領)上田喜六不動産 合 24-4452

l一般相談 毎週月-水-金曜日

心配ごと 1l法律相談 毎週火曜日 大洲市総合福祉
受付は総合福祉センター 1階

l介護相談 毎週木曜日
センター

社会福祉協議会窓口まで
キ目 談 |(相談時間) 10 時~正午、 13 時~16 時

(相談室直通)
宮 23-0313

ft 23-5629 
(祝祭日 -年末年始を除く)

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 宮 24-2111内線 178

人権・同和 問題に
毎日の執務時間中

大洲隣保館 ft 24-6100 

関する何でも相談 大洲福祉会館 fi 25-0947 

青 少年相談室 毎日の執務時間中 青少年センター まま 24-7830

ふれ霊スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 まま 24-1414

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

来
月
は
、
大
洲
南
中
1
年

平
小
学
校
6
年

川
井
彩
香
さ
ん

小
学
生
高
学
年
の
郡

大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

レ
ン
ガ
の
あ
る
風
景

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

③ 

富
田
沙
希
さ
ん
の
作
品
で
す
。

題 みどりをとりかこむ赤レンガ館

今月の納税は 市民の動き

平成15年2月28日現在

人 口 39，159人 (-50) 出生 23人 (- 5) 

男 18，670人 (-27) 死亡 34人(-9) 

女 20，489人 (-23)

l世帯数 14，724世帯 (ー17) ()内は対前月ぽ

ありません

今年度の市税納期は6ページにあります。

大洲市内の交通事故

2月末現在 昨年同期

件数 35 46 

負傷者 42 62 

死者 。

16 
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